
水み
な
づ
き

無
月　
第
６
７
６
号

第
六
十
二
回
神
宮

式
年
遷
宮
が
斎
行
さ
れ
、四
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
る
。「
遷
宮
」と
い
う

言
葉
が
広
く
国
民
に
知
ら
れ
、近
年
で
は

「
中な

か

今い
ま

」や「
常と

こ

若わ
か

」と
いっ
た
言
葉
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
中
今
」と
は

過
去
・
現
在
・
未
来
の
中
の
現
在
に
あ
た

る
。
祖
先
か
ら
歴
史
を
受
け
継
ぎ
、
現

在
の
我
々
が
今
を
精
一
杯
生
き
、未
来
へ

と
繋
ぐ
意
味
で
あ
る
。
一
方
、「
常
若
」

と
は
常
に
若
々
し
く
清
浄
な
状
態
の
事

を
い
う
。こ
れ
ら
は
神
道
思
想
の
柱
で
あ

る
。
宗
教
が
多
く
存
在
す
る
中
で
注
目

さ
れ
る
の
は
や
は
り
日
本
が
神
道
の
国

だ
か
ら
で
あ
る
。
初
詣
や
人
生
儀
礼
な

ど
で
神
社
に
参
拝
し
、神
に
感
謝
を
す
る

事
は
先
人
達
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
で
あ
る
。
近
年
、パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

巡
り
や
御
朱
印
ブ
ー
ム
な
ど
で
神
社
に

参
拝
す
る
方
が
増
え
て
い
る
。
お
迎
え

す
る
立
場
に
あ
る
我
々
は
常
に
神
社
の

清
浄
さ
を
保
ち
、氏
子
や
崇
敬
者
と
共

に
未
来
へ
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
繋
げ
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。	

（
武
）

古
代
祭
場

イ
コ
モ
ス
勧
告

五
月
祭
・
浜
宮
祭

神
宮
神
宝
よ
り
紐
解
く

神
宝
館
だ
よ
り
・
造
営
日
記

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名

3・244５677

　
目
　
次
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古代祭場

辺津宮境内　高宮祭場

月次祭（毎月 1 日・15 日）神奈備祭（10 月 3 日）
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古 代 祭 場

宗
像
大
社
に
は
、神
社
に
社
殿
が
構
築
さ
れ
る
以

前
の
姿
、磐
座【
沖
津
宮
】、神
籬【
辺
津
宮
】の
祭
場

が
あ
る
。
岩
や
木
々
に
神
聖
さ
や
神
秘
性
を
見
出
す

宗
教
は
神
道
の
み
な
ら
ず
、か
つ
て
は
世
界
各
地
に

も
多
く
存
在
し
た
が
、今
で
は
こ
の
よ
う
な
古
代
祭

場
を
維
持
し
て
い
る
の
は
国
内
に
お
い
て
も
珍
し
い
。

神
道
は
日
本
固
有
の
宗
教
で
あ
る
と
同
時
に
、ケ

ル
ト
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
な
ど
と
共
通
す
る

自
然
崇
拝
や
自
然
を
は
じ
め
と
す
る
万
物
に
も
神
々

が
宿
る
古
代
原
始
宗
教
が
根
底
に
あ
る
。
近
年
、地

球
環
境
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、先
住
民
な
ど

の
価
値
観
が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
神
道
に
は
そ

の
根
本
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。

神
社
に
社
殿
が
構
築
さ
れ
る
過
程
に
は
、仏
教
が

強
く
影
響
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
現

代
人
に
は
神
社
と
寺
と
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、宗
像
の
よ
う
な
古
代
祭
場
と
比

較
す
る
と
、神
道
と
自
然
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に

な
る
。

近
年
の
地
球
環
境
問
題
は
、産
業
革
命
以
降
、大

量
生
産
大
量
消
費
を
繰
り
返
し
、経
済
発
展
と
い
う

名
の
も
と
に
自
然
を
搾
取
し
続
け
て
き
た
結
果
と
い

わ
れ
て
い
る
。
今
日
の
異
常
気
象
な
ど
に
よ
る
甚
大

な
被
害
も
そ
の
影
響
と
さ
れ
て
い
る
。

自
然
は
多
く
の
恵
み
を
育
む
一
方
で
、時
と
し
て

荒
れ
狂
う
。
古
代
の
人
々
は
こ
の
よ
う
な
自
然
の
摂

理
を
熟
知
し
た
上
で
、自
然
そ
の
も
の
に
神
々
を
見

出
し
、畏
怖
畏
敬
の
念
で
崇
め
、自
然
に
対
す
る
抑

止
力
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し
、
人
類
は
こ
こ

２
０
０
年
間
の
短
い
時
間
の
中
で
、そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

壊
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

神
道
の
よ
う
な
民
族
宗
教
に
内
在
す
る
自
然
観
は
、

今
も
人
類
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
深
く
染
み
込
ん
で
い
る
。
そ

の
た
め
国
際
社
会
に
お
い
て
は
、新
た
な
価
値
観
を

見
出
す
た
め
、古
代
民
族
宗
教
な
ど
に
あ
っ
た
自
然

観
に
目
を
向
け
よ
う
と
し
て
い
る
。

神
道
の
祭
り
は
日
本
神
話
で
神
聖
視
さ
れ
た
米
の

生
育
と
と
も
に
あ
り
、豊
作
の
た
め
に
自
然
の
猛
威

に
さ
ら
さ
れ
な
い
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
る
。
地
域
に
よ
っ

て
は
雨
風
な
ど
の
自
然
災
害
を
鎮
め
る
祭
り
も
執
り

行
わ
れ
る
。
近
年
、自
然
と
の
共
生
な
ど
と
い
う
言

葉
が
よ
く
使
わ
れ
る
が
、自
然
を
熟
知
し
た
民
族
は

自
然
の
驚
異
も
忘
れ
て
い
な
い
。
自
然
そ
の
も
の
に

神
々
が
宿
る
と
い
う
信
仰
は
、人
類
の
こ
れ
か
ら
進

む
べ
き
道
に
、様
々
な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

沖ノ島　磐座

古
代
祭
場

　
　

 

磐
境（
い
わ
さ
か
）  

神
籬（
ひ
も
ろ
ぎ
）
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イコモス勧告・五月祭・浜宮祭

五
月
祭
・
浜
宮
祭

ユ
ネ
ス
コ
諮
問
機
関

イ
コ
モ
ス
勧
告
を
受
け
て

五
月
五
日
、イ
コ
モ
ス（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）

よ
り『
神
宿
る
島
』宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
の

世
界
文
化
遺
産
登
録
に
つ
い
て
、
沖
ノ
島（
岩
礁
含

む
）以
外
の
四
つ
の
資
産（
辺
津
宮
、中
津
宮
、沖
津

宮
遙
拝
所
、
福
津
市
の
新
原
・
奴
山
古
墳
群
）を
除

外
し
た
勧
告
が
出
さ
れ
た
。
沖
ノ
島
の
考
古
学
的
価

値
は
評
価
さ
れ
、三
宮「
信
仰
」の
歴
史
は
評
価
さ
れ

な
か
っ
た
。

「
古
事
記
」「
日
本
書
紀
」に
明
確
に
記
述
さ
れ
た

宗
像
の
歴
史
文
化
を
一
体
の
資
産
と
し
て
き
た
地
元

地
域
と
し
て
は
誠
に
残
念
な
も
の
で
あ
っ
た
。
沖
津

宮
、
中
津
宮
、
辺
津
宮
の
三
宮
一
体
で
紡
い
で
き
た

信
仰
を
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
当
社
は
じ
め

地
元
で
は
除
外
さ
れ
た
資
産
も
含
め
た
登
録
を
目
指

し
て
お
り
、五
月
十
九
日
に
は
福
岡
県
知
事
、宗
像
・

福
津
市
長
、葦
津
宮
司
が
上
京
し
菅
官
房
長
官
、岸

田
外
務
大
臣
な
ど
日
本
国
政
府
へ
陳
情
を
行
っ
た
。

七
月
、ポ
ー
ラ
ン
ド
で
の
本
会
議
ま
で
、
構
成
資

産
全
て
で
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
声
を
上
げ
続
け
た
い
。

恒
例
祭
典
と
し
て
毎
年
、五
月
五
日
に
行
な
わ
れ

る
五
月
祭
・
浜
宮
祭
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。

古
く
は
こ
の
五
月
祭
と
放
生
会（
現
・
秋
季
大
祭
）

は
年
中
最
大
の
祭
儀
で
あ
っ
た
。
正
平
年
中
行
事

（
一
三
五
〇
年
頃
の
祭
事
表
）に
は
五
月
会
と
あ
り
、

御お

神み
こ
し輿

が
出
て
賑
わ
う
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、み
あ
れ
祭（
昭
和
三
十
七
年
再
興
）に
続
き
昭

和
三
十
八
年
に
再
興
さ
れ
て
い
る
。

場
所
の
変
遷
を
見
る
と
、当
初
は
辺
津
宮
付
近
の

浜
辺
で
行
な
わ
れ
、釣
川
の
変
遷
に
伴
い
、江
口
の
五

月
松
原（
現
・
五
月
宮
）に
移
行
し
て
い
る
。
現
在
の

浜
宮
は
、「
濱
降
り
修し

ゅ

祓ば
つ

」お
は
ら
い
を
す
る
場
所
で

あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
八
年
の
再
興
の
記
事
に
は
、『
当
社
が

宗
像
郡（
現
在
の
宗
像
市
・
福
津
市
）の
総
社
で
あ
る

こ
と
か
ら
、郡
内
神
社
の
多
数
の
参
加
を
得
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
氏
神
の
神
籬
と
紅
白
の
幟
を
捧
げ
、五
月

祭
と
濱
降
り
修
祓
の
行
事
を
併
せ
、先
づ
神
湊
の
浜

宮
で
、次
い
で
江
口
の
五
月
宮
で
行
な
っ
た
』と
あ
る
。

み
あ
れ
祭
が
宗
像
七
浦
の
漁
民
に
よ
り
再
興
さ
れ

た
祭
り
で
あ
る
の
に
対
し
、五
月
祭
は
宗
像
内
陸
の

郡
民
の
要
望
に
よ
り
再
興
さ
れ
て
お
り
、
海
と
山
、

宗
像
地
域
の
共
同
性
を
象
徴
す
る
神
事
で
あ
る
。

❶ 神湊、田島の氏子が参列する現在の五月祭
❷ 五月宮  社殿はなく木を依代とする神籬祭場
❸ 浜宮  古くは木皮社と言われ、現在は石の祠がある

❶

❷

❸
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昨
年
度
よ
り
県
・
市
と
伴
に
当
社
所
蔵
資
料
の
調

査
を
開
始
し
、沖
ノ
島
よ
り
出
土
し
た
縄
文
時
代
の

石
器
の
分
析
結
果
を
得
た
。

沖
ノ
島
で
は
、4
世
紀
後
半
か
ら
行
わ
れ
た
国
家

祭
祀
の
遺
跡
が
世
界
遺
産
の
構
成
資
産
の
要
と
な
る

一
方
で
、縄
文
時
代
に
、島
で
人
が
一
時
的
に
活
動

し
て
い
た
痕
跡
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
島
の
波
止
場

を
少
し
登
っ
た
旧
社
務
所
前
遺
跡
な
ど
か
ら
は
、縄

文
・
弥
生
時
代
の
土
器
や
、縄
文
時

代
の
石
鏃
・
石
匙
・
尖
頭
器
な
ど
の

石
器
が
出
土
し
て
お
り
、こ
れ
ら
は

縄
文
人
、弥
生
人
が
宗
像
を
含
む
九

州
本
土
か
ら
玄
界
灘
を
越
え
て
島
へ

持
ち
込
ん
だ
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

分
析
は
石
器
に
ふ
れ
ず
に
蛍
光
X

線
を
照
射
し
て
産
地
を
特
定
す
る

「
蛍
光
X
線
分
析
」を
採
用
し
、
縄
文
時
代
の
黒
曜

石
の
石
器
を
対
象
と
し
た
。
黒
曜
石
は
色
調
で
産
地

推
定
が
で
き
、黒
い
石
の
産
地
は
有
名
な
佐
賀
県
伊

万
里
市
腰こ

し

岳だ
け

産
や
、
長
崎
県
佐
世
保
市
針は

り

尾お

島じ
ま

や

平
尾
市
度た

く

島し
ま

産
が
知
ら
れ
、乳
白
色
の
石
の
産
地
は

大
分
県
姫ひ

め
し
ま島
産
と
さ
れ
る
。
事
前
の
熟
覧
調
査
で
沖

ノ
島
出
土
の
黒
曜
石
の
色
調
は
前
述
の
色
味
と
同
じ

も
の
と
外
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

結
果
は
、腰
岳
系
の
石
が
約
5
割
、姫
島
系
が
約

2
割
、続
い
て
長
崎
県
壱
岐
市
印い

ん

通ど
お

寺じ

系
の
数
が
多

く
、ほ
か
に
佐
世
保
市
域
も
ま
と
ま
っ
て
あ
っ
た（
点

数
の
少
な
い
産
地
は
省
略
）。
産
地
は
広
大
な
範
囲

に
及
び
、特
に
壱
岐
産
の
石
の
存
在
は
特
徴
を
示
す
。

こ
こ
に
、黒
曜
石
を
通
し
た
人
の
動
き（
交
流
）の
一

端
が
み
え
て
き
た
。
今

後
、宗
像
沿
岸
部
の
鐘か

ね

崎ざ
き

貝
塚
や
山や

ま

鹿が

貝
塚
の
出
土

品
や
、
壱
岐
、
佐
世
保
な

ど
の
西
側
地
域
の
遺
跡
と

の
比
較
を
行
い
、
人
の
動

き
や
石
材
の
流
通
の
復
元

に
つ
な
げ
た
い
。	

（
福
）

神
宝
館
だ
よ
り
３

万
点
ノ
国
宝
収
蔵

八
神宝館だより・造営日記

第
二
宮
・
第
三
宮
修
復
工
事

三
月
に
着
工
し
た
修
復
工
事
は
社
殿
の
銅
板
葺

き
が
完
了
し
、堅か

つ

魚お

木ぎ

が
装
い
新
た
に
取
り
付
け

ら
れ
、錺か

ざ
り

金
具
も
新
調
さ
れ
た
。
ま
た
、棟
持
ち

柱
の
根
継
ぎ
や
神
宮
古
材
を
加
工
し
て
造
ら
れ
た

鞭む
ち

懸か

け（
八
本
）の
取
り
替
え
が
行
わ
れ
た
。

造
営
日
記
33鞭懸け

沖ノ島出土 石鏃、石匙、尖頭器

　
　
黒
曜
石
か
ら
縄
文
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
沖
ノ
島
を
探
る



日
ご
と
増
す
淡
き
黄
色
の
花
多
に
木
香
バ
ラ
の
し
な
り
見
上
ぐ
る	

山
本　
静
子

憧
れ
の
バ
ラ
の
ア
ー
チ
。〈
淡
き
黄
の
花
が
日
ご
と
に
増
え
ゆ
け
る
木
香
バ
ラ
の
し
な
る
枝
見
あ
ぐ
〉。

魅
せ
ら
る
る
弥
勒
菩
薩
の
指
と
頬
刹
那
の
扉
異
次
元
の
口	

早
川　
祥
三

表
現
し
た
い
こ
と
が
多
い
作
者
。〈
指
と
頬
触
る
る
刹
那
の
お
姿
に
わ
れ
は
魅
せ
ら
る
弥
勒
菩
薩
像
〉。

木
の
芽
ふ
く
裏
参
道
の
上
り
坂
う
ぐ
ひ
す
鳴
け
り
幼
く
鳴
け
り	

佐
々
木
和
彦

季
節
感
に
溢
れ
た
歌
。
鳴
く
の
重
複
は
一
つ
に
し
、
結
句
は
や
や
平
凡
だ
が
〈
幼
き
声
に
〉
と
し
て
は
。

旧
暦
の
睦
月
七
日
な
り
あ
つ
あ
つ
と
蕪
か
ぶ
ら

汁じ
る

あ
り
七
草
と
せ
ず	

山
﨑　
公
俊

美
味
し
そ
う
な
景
が
う
か
ぶ
。
二
句
以
下
〈
～
七
日
に
あ
つ
あ
つ
の
七
草
な
ら
ぬ
蕪
か
ぶ
ら
汁じ
る
食
ぶ
（
飲
む
）〉。

米
寿
に
あ
と
百
日
で
往
生
す
祝
約
束
守
れ
ず
悲
し	

秋
吉　
嘉
範

逝
か
れ
た
の
は
ど
な
た
だ
ろ
う
。
仮
に
母
と
し(

～
ま
で
あ
と
～
で
母
逝
き
ぬ
祝
う
約
束
～)

な
ど
と
。

う
ら
ら
か
な
日
和
と
な
り
て
あ
る
な
し
の
風
に
誘
は
れ
庭
桜
舞
ふ	

大
和
美
由
紀

二
句
が
や
や
説
明
的
な
の
で
〈
あ
る
な
し
の
風
に
誘
は
れ
庭
の
桜
花
び
ら
散
ら
す
う
ら
ら
か
な
日
に
〉。

風
感
じ
建
具
は
軋
む
安
穏
に
わ
が
五
十
年
を
暮
し
ぬ
家
は	

北
野
カ
ズ
ミ

住
む
家
に
も
時
は
流
れ
る
。〈
風
あ
れ
ば
建
具
は
軋
む
安
穏
に
五
十
年
ほ
ど
暮
し
し
わ
が
家
〉
と
し
た
。

赤
信
号
の
車
の
例
に
桜
花
幸
せ
で
す
か
ひ
ら
ひ
ら
舞
ひ
降
る	

森　
　
龍
子

花
び
ら
に
感
情
を
見
た
作
者
。〈
信
号
で
停
ま
る
車
の
列
に
降
る
「
し
あ
わ
せ
で
す
か
」
と
桜
の
花
弁
〉。

荒
ぶ
れ
る
男
の
悪
し
き
息
の
ご
と
杉
は
花
粉
を
思
い
き
り
吹
く	
吉
崎
美
沙
子

上
の
句
の
比
喩
が
ス
ギ
花
粉
の
飛
び
方
の
激
し
さ
を
表
し
ほ
の
か
な
ユ
ー
モ
ア
を
も
感
じ
さ
せ
る
。

薄
紅
の
屏
風
立
て
た
る
ご
と
く
咲
く
犬
鳴
川
の
岸
辺
の
桜	

萩
原　
　
勉

河
の
岸
辺
に
切
れ
目
な
く
咲
く
桜
に
目
を
と
め
た
作
者
。
固
有
名
詞
が
効
い
て
い
る
。

主あ
る
じな

き
家
の
花
壇
に
春
の
花
風
と
車
に
揺
ら
れ
て
咲
け
り	

本
田
エ
リ
ナ

空
き
家
と
知
っ
て
見
る
と
庭
の
花
も
寂
し
い
。
具
体
的
な
春
の
花
の
名
が
あ
る
と
更
に
良
い
歌
に
な
る
。

道
沿
い
に
囀
る
目
白
群
ふ
た
つ	

は
や
と

夕
餉
に
と
青
紫
蘇
摘
み
に
出
で
て
来
て
小
さ
き
バ
ッ
タ
の
跳
梁
を
み
る

呼
び
出
し
音
七
回
鳴
り
ぬ
大
阪
の
脚
病
む
友
が
受
話
器
と
る
ま
で

◆ 

選 

者 

詠

7

歌会詠草　御造営奉賛者御芳名

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
■
大
西
晶
子
選　
■
毎
月
25
日
〆
切

第
６
７
０
回

第
６
４
３
回

俳
句

御
造
営
奉
賛
者
御
芳
名
（
平
成
二
十
九
年
四
月
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

三
〇
、〇
〇
〇
円

北
九
州
市	

中
元　
正
剛	

一
〇
、〇
〇
〇
円

宗
像
市	

真
鍋　
卓
見

横
浜
市	

並
木　
智
宏

横
浜
市	

野
元　
　
満	

五
、〇
〇
〇
円

明
石
市	

橋
本　
　
潤

茨
木
市	

中
芝　
晶
子

印
旛
郡	

矢
吹　
忠
久

春
日
部
市	

遠
藤　
忠
宏

北
九
州
市	

佐
藤　
千
春

北
九
州
市	

大
辻　
智
子

古
河
市	

茂
呂　
貞
美

築
上
郡	

吉
川　
秀
樹

中
央
区	

瀬
田　
直
美

西
宮
市	

平
川
久
美
子

比
企
郡	

髙
野　
春
雄

姫
路
市	

羽
野
由
美
子

姫
路
市	

神
谷　
龍
慶

枚
方
市	

岡
田　
豊
一

福
岡
市	

長
田　
秀
樹

福
岡
市	

藤
原　
直
樹

福
岡
市	

高
木　
勝
次

福
山
市	

谷
本　
倫
朗

宗
像
市	

岩
佐　
　
稔

横
浜
市	

並
木　
智
宏	

三
、〇
〇
〇
円

大
阪
市	

福
地　
昭
義

堺
市	

小
林　
良
美

札
幌
市	

高
橋　
博
音

関
市	

横
山　
昌
彦　

	
	

　
　
都
希
子

二
、〇
〇
〇
円

大
分
市	

中
島　
達
明

唐
津
市	

溝
上
さ
わ
子

川
崎
市	

宗
像　
一
嘉

京
都
市	

竹
内　
　
力

古
賀
市	

木
原　
壽
洋

古
賀
市	

北
神　
裕
三

富
里
市	

吉
田　
明
生

福
岡
市	

山
口　
正
高

福
岡
市	

永
嶺　
大
介

松
山
市	

吉
川　
慶
太

宗
像
市	

井
村　
憲
昭

宗
像
市	

井
上　
　
強
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「
一
期
一
会
」
一
生
に
一
度
の
出

会
い
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
い
う
意
味
の
四
字
熟
語

▼
五
月
は
神
社
界
で
も
総
会
が
多
い
月
で
す
。
ま
た
当

社
で
は
出
光
興
産
、
ト
ヨ
タ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
の
社
員
研
修
を
受
け
入
れ
。
そ
し
て
イ

コ
モ
ス
勧
告
時
の
マ
ス
コ
ミ
対
応
等
、
今
月
は
業
種

を
問
わ
ず
多
く
の
人
と
会
い
ま
し
た
▼
特
に
研
修
の

受
入
で
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
あ
り
鋭
い
質
問
を

受
け
、
返
答
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
あ
る
自
分
に
気
付
き
、
研
修
の

受
け
入
れ
で
は
自
分
自
身
も
勉
強
さ
せ
ら
れ
ま
し
た

▼
こ
の
よ
う
に
他
業
種
と
の
交
流
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
も
の
は
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
糧
に
な
る
と
感
じ
、

人
と
の
出
会
い
は
業
種
を
問
わ
ず
大
切
に
し
な
い
と

い
け
な
い
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
ヶ
月
で
し
た
。（
黒
）

編
集
後
記

6月 まつりごよみ
─────────────────────────

１日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭、	
	 宗像護国神社祭　
──────────────────
15日	 総社月次祭	 午前11時
	 引続き  高宮祭
──────────────────
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